
 

 

「津南町国土強靭化地域計画（案）」に寄せられた  

パブリックコメントの実施結果について  

 

津南町役場総務課   

 

津南町では、「津南町国土強靭化地域計画」の策定にあたり、令和３年３

月 23 日に計画案を公表し、パブリックコメントを実施しました。実施計画

と本町の考え方をまとめましたので、公表いたします。  

貴重なご意見・ご提案をお寄せいただき、誠にありがとうございました。 

 

１  パブリックコメントの概要  

案件名  津南町国土強靭化地域計画（案）  

意見募集の期間  令和３年３月 23 日から令和３年４月６日まで  

広報方法  ・町広報紙掲載（令和３年３月 20 日号）  

・町ホームページ掲載  

・町総務課にて閲覧場所設置  

 

２  パブリックコメントの実施結果  

意見提出者数及び意見数  １人  12 件  

提出方法  電子メール１件  

 

３  いただいたご意見の内容（要旨）と町の考え方  

ご意見の要旨  町の考え方  

P5（ 1）  

1992 年上郷地震についても記載す

べき。  

 「震度 5 強を記録した平成 4 年

12 月の上郷地震」の文言を追記します。 

P6（ 5）  

火災の発生要因を具体的に記載す

べき。  

 地震等の複合災害における火災の

発生も想定し、「通電火災等」の文言

を追記します。  

P6 ２  

 想定する自然災害はより具体的に

示すべき。対策を検討する上で不十

分ではないか。  

 想定する自然災害は当町が過去に

経験したもの、また今後発生しうる

ものに加え、多数の小規模河川や土

砂災害危険個所、積雪地帯等地域の

特性も考慮していることから、記載

のままとします。  

P6 ２  

原 子 力 発 電 所 の 事 故 も 考 慮 す べ

き。  

 国土強靭化計画は大規模自然災害

を考慮した計画のため、津南町国土

強靭化地域計画も記載のままとしま

す。なお、原子力災害については、

その対策として津南町地域防災計画

原子力災害対策編を策定しておりま

す。  

P11  表 中「 事 前に 備え る べき 目標

１」リスクシナリオ 1-1 他  

 避難所である学校は体育館だけで

はなく、教室も開放するよう対応と

して記載すべき。  

 大規模災害後に速やかに学校教育

を再開することは、地域が日常を取

り戻し、復旧復興への第一歩となる

ことから、体育館のみを指定避難所

としています。  



また、国土強靭化地域計画は発災

前の取組を対象とした計画のため、

記載のままとします。  

P11  表 中「 事 前に 備え る べき 目標

１」リスクシナリオ 1-1 他  

 防災手段については情報伝達手段

として、具体的に FM 放送を検討すべ

き。  

 町では平成 29 年に FM とおかまち

様と「災害時における臨時災害放送

局開設運用の支援に関する協定」を

締結しております。現在の防災情報

伝達手段以外の新たな手段について

は、今後具体的な検討を行うため、

記載のままとします。  

P13  表 中「 事 前に 備え る べき 目標

１」リスクシナリオ 1-2 

 浸水被害への対応として、田に溜

まった水が水路に流れ込んだ時の対

策を記載すべき。  

近年の激甚化する水害においては、

河川に流れ込む前の森林の水源涵養

機能や水田貯留機能も含めた流域治

水も重要と考えていることから、記

載のままとします。  

P16  表 中「 事 前に 備え る べき 目標

１」リスクシナリオ 1-4 

 高齢者の除雪作業を控える呼びか

けは、同居親族がいない家庭の視点

が欠落している。  

 自らの雪は自らの責任と負担にお

いて処理することが基本となります

が、脆弱性の評価に「豪雪時に地域

で雪処理の担い手が不足されること

が懸念される」を追加し、対応方針

に「自ら雪処理を行えず、やむを得

ず助けを求める町民を迅速に察知し、

広域的な調整をおこない、遅滞なく

必要な人材等を供給できる体制の強

化を図る。」の文言を追記します。  

P18  表 中「 事 前に 備え る べき 目標

２」リスクシナリオ 2-2 

道路及び橋梁等の寸断が懸念され

るため、ヘリコプターを活用できる

よう、関係機関とマニュアルを作成

することを記載すべき。  

 マニュアルの作成に限らず、有事

の際に、円滑にヘリコプターが利用

できるように「関係機関との連携体

制を強化する」に 含めていることか

ら、記載のままとします。  

P20  表 中「 事 前に 備え る べき 目標

２」リスクシナリオ 2-3 他  

 長野県との消防団との協力体制の

強化について記載すべき。  

 町職員も同様。  

「緊急消防援助隊も含めた災害応

援の受け入れ」に含めていることか

ら、記載のままとします。  

 3-1 の対応方針に、「応援職員を円

滑に受け入れ、活用するために、受

援体制を整備する。」の文言を追記し

ます。  

P22  表 中「 事 前に 備え る べき 目標

２」リスクシナリオ 2-6 

 仮設トイレを平時から確保するよ

う記載すべき。  

「仮設トイレや携帯トイレ等の迅

速な確保のための体制強化を図る。」

に含めていることから、記載のまま

とします。  

P24  表 中「 事 前に 備え る べき 目標

３」リスクシナリオ 4-2 

 大規模災害時にも光回線が寸断さ

れると、必要な情報が得られないた

め、県等の回線を利用する等記載す

べき。  

災害時に活用する情報サービスが

機能停止にならないよう、具体的な

対応策は今後検討することとしてお

り、「システムに障害が発生した場合

に備えて予備装置を配備し、安全性

の確保を図る。」との記載のままとし

ます。  


